
 

 

 

 

2008 年度 卒業研究  

 

 

「商品購入手段の選択を支援するアプリケーショ

ンの検討」 

 

 

 

 

 

指導教員：渡辺 恭人                       

学籍番号：0540213 

戸井 俊文 

 

 

 提出日：2009 年 1 月 26 日 



 1 

概要 

商品を移動中の店内で購入を考えている際に通販サイトや他店での値段の比較、

購入手順表示して購入方法を選択させることを目指します。 

近年、パソコンを利用して情報を調べるということが身近に手軽で行える環境に

なっています。また、amazon やなどの通販サイトでのＷｅｂ上の購入が料金の支

払い手段が増えたことによって誰にでも気軽に利用できるようになりました。 

そのような環境の中で、通販サイトで購入する場合における優位な部分があり、

販売店で商品を購入する際における優位な部分もあります。また、販売店も通販サ

イトも複数あります。そのため、どこの店舗または通販サイトで購入することが購

入する側にとって最も適しているのかが判断することが難しくなってきています。 

また、通販サイトや販売店の商品情報を調べたとしても大変時間のかかってしま

います。したがって、面倒で手間がかかるのでやる人はほとんどいません。このよ

うな手間を省くために携帯電話を利用して自動で商品に関しての情報を検索して、

情報を一覧にしてまとめその商品を購入するまでの手順や値段、店の位置情報など

を表示することができるようなアプリケーションを目指します。 

   まず第１章では、背景・目的を述べ、2 章では、商品の購入形態メリット・デメ

リットについて調査しました。3章では 2 章の調査結果の問題点を解決できるサ

ービスモデルを提案しました。4章において、3章で提案したサービスモデルのプ

ロトタイプのなるシステムの開発を行いました。  
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1.  背景、目的 

本章では、背景と本研究の目的を述べます。 

1.1 背景 

日常において学校、会社、ネットカフェや自宅にパソコンが普及していて誰でも身

近に使うことができるようになっています。 

また、インターネット世帯利用率が高く誰でもインターネットを利用して情報を得

ています。インターネットを使える環境が整ってきたために、情報を調べることやサ

ービスを利用するという機会が増えています。 

そのような環境の中で amazon や楽天などの通販サイトが増えていき、日常生活の中

で通販サイトなどでの買い物が手軽となったため誰でも利用できるようになりました。

しかし、通販サイトが増えていったこととインターネット上の情報が増えていったた

めにどこの通販サイトで買ったほうが良いのか、それとも通販サイトで買わずに店で

購入する場合のほうがよいのか判断をするのが難しくなってきています。 

 

1.2 目的 

  情報取得が増加したことで、自分にとってどの情報が有益かどうかを判断すること

が難しくなっています。通販サイトで購入する場合において、どの通販サイトで購入

すれば最も安く購入できるのか、どこが最も早く商品が手元に届くことができるのか、

通販サイトで購入せずに値段の安い店に行ったほうがいいのかなどの選択肢がありま

す。 

店舗で商品を購入する場合にも同様の選択肢があります。複数の選択肢の中で、ど

こで購入することが最も適した手段か、どこで購入すれば最も早く購入することがで

きるか、どこで購入すれば最も安く購入できるかなどの目的に合わせた商品の購入で

きるようにします。 

そして、移動中などの屋外などの環境の中で複数の通販サイト商品の値段やレビュ

ーなどの情報を見ることができるようにすることが目的です。 
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2. 現状と問題点 

 本章では、パソコン、インターネット、通販サイトの利用の現状を調査します。ま

た、それに伴って起こる問題点について述べます。 

2.1 現状 

 第 1章で述べたように、日常においてパソコンが普及していて誰でも身近に使うこ

とができると述べているが、実際にどの位普及して利用しているかというと図 2.1-1

パソコン世帯普及率で示すように 2008 年 3 月までに、8 割の人がパソコンを自宅に

あり利用することができるような環境になっています。 

  

図 2.1-1 パソコン世帯普及率 （引用先: 参考文献 ［1］）    

また、自宅以外にも学校、会社、ネットカフェなどにパソコンが設置されている環

境になり、パソコンが普及してきています。したがって、誰でも身近に使うことがで

きるような環境になっています。 

パソコンを利用できる環境が整ってきたことによって、インターネットの利用率も 

2008年に 90％の人が利用しています。（インターネットの利用率について図 2.1-2 イ

ンターネット世帯利用率に示します） 

パソコンの普及とインターネットの利用率の多さから、パソコンを利用しインター

ネットを利用することが日常的に誰でもできる環境になっています。そして、本や雑

誌などの情報メディアの他にインターネットを利用して情報を調べることが、日常的
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に本や雑誌などに並ぶ情報メディアとなっています。 

 

    

図 2.1-2 インターネット世帯利用率 （引用先: 参考文献 ［1］） 

    

 2.2  通信販売市場の売上見込、予測 

通信販売の形態はカタログ、テレビ、インターネット、モバイルなどの販売形態が

あります。その中でもインターネットの通信販売の 2008 年売上は図 2.2-1 通信販売

による形態別物販市場で示すように、2兆 1753億円と他のカタログ、テレビ、モバイ

ルの 2008年の売上げを大きく上回る売上を上げています。 

通販販売の形態ごとの 2008 年度の売上の見込みと 2009 年の予測からカタログ、テ

レビの売上の前年比と、インターネット、モバイルの売上の前年比を比較するとカタ

ログ、テレビの前年比よりもインターネット、モバイルの前年比が圧倒的に伸びてい

ます。 

インターネットの通信販売の 2008年の売上はからインターネット通販というのが

通信販売サービスとして、普及してきていることがわかります。また、モバイル、と

インターネットなどを利用した通信販売の形態は 2009 年も成長していることから、

これからサービスの発展・普及する可能性があります。 
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 ※カタログ通販やテレビ通販で注文ツールとしてインターネットやモバイルを

使用する場合は、インターネット通販、モバイル通販としてとらえた。 

図 2.2-1 通信販売による形態別物販市場 （引用先: 参考文献 ［2］） 

 

2.3  商品の購入形態と比較 

通信販売を含めさまざまな方法、場所で商品購入の形態があります。 

(1) 新聞などの入っているチラシなどの紙媒体の広告を見て商品を購入する方法 

チラシや広告の商品情報は、3日～1週間位の情報を記載されています。チラシを出

している店舗の一押しの商品や季節ものの商品やその日限定の安い商品などの情報を

記載しています。したがって、チラシや広告の商品情報を見てチラシ掲載店舗で購入

する場合に最もお買い得な商品を知ることができます。 

しかし、チラシの広告は一押しで安い商品だけを広告に載せているために一押しで

はないが、他店舗よりも値段が安い商品がある場合があるかを確認するためには実際

に行かなければわかりません。 

またチラシは、店舗から隣の町まで周辺の家にしか配られないため、地域が固定さ

れ遠くの地域には配られません。したがって、店舗からチラシを配られていない地域

の商品を店舗の価格が安い場合があり後悔してしまいます。また、配られてくるチラ

シは様々な種類の店舗から配られるので、同じ種類の商品を売っている店舗が必ずし

もあるわけではないため、チラシを利用者が見て購入したい商品の情報を集めなくて

はならない場合があるため、調べることが面倒という部分があります。 

面倒な広告の情報を検索することのできる Webサイトの Shufoo!くらしとちらし、

広告チラシを web で検索！広告チラシ(ちらし)のタウンマーケットというサービスが

このサービスでは、住所や駅名から自分の住んでいる地域のチラシや広告を調べるこ

とができるサービスとメールで知らせるサービス、地図とリンクさせてみることがで

きます。 
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このサービスでは、初めに郵便番号、駅名、住所、店舗名から商品のジャンルから

自分の求めている店舗を探します。 

Shufoo!くらしとちらしのチラシ検索サービスついて、図 2.3-2、図 2.3-3、図 2.3-

４に示します。 

 

図 2.3-2  Shufoo!くらしとちらしの店舗検索画面 （引用先: 参考文献 ［3］） 

駅名、住所、カテゴリを選択することで販売している店舗を探し出しその周辺の地

図情報を表示します。 

 

図 2.3-3  検索した店舗周辺の地図画面 （引用先: 参考文献 ［3］） 

地図上のアイコンをクリックすることで店舗のチラシを見ることができます。 
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図 2.3-4  Shufoo!くらしとちらしのチラシ表示画面 （引用先: 参考文献 ［3］） 

このサービスと類似した「広告チラシを web で検索！広告チラシ(ちらし)のタウン

マーケット」では Shufoo!くらしとちらしのサービスと大きな違いはないですが、メ

ールで最新情報を知らせるサービスをしてくれます。（参考文献［4］ 参照） 

  

(2) なんとなく立ち寄った店で衝動的に買い物する場合 

気に入った商品をすぐに購入することができるので、商品を購入したときの満足度

が高いです。しかし、衝動的に買ったために後々になって他店で購入した方が安かっ

たなどの値段の違いに後悔する場合があります。 

また、なんとなく寄った店では他店で購入しようとしている商品が販売しているの

か、購入しようとしている商品を他店で購入した方が安いなど、商品値段の比較が非

常に困難になってしまいます。 

(3)  Web上の通販サイトで購入、情報を比較して購入する場合 

店に直接行かずに家に居ながら商品を購入することができます。さらに商品を購入

した人の感想やレビューなどの情報を見ることができます。また、大手通販サイトで

は、商品名の検索のほかにカテゴリー別に分けられているため、店に直接商品を購入

しに行くよりも商品を捜すことが簡単で、手軽に購入しやすくなっています。 

通販サイトの amazon の場合は、トップページの左のカテゴリーから自分の欲しい商

品のカテゴリー選ぶか、上にある検索項目にキーワードを入力して商品を検索します。 

amazonの通販サービスの商品の検索について、図 2.3-5、図 2.3-6 に示します。 
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図 2.3-5 amazon トップページ画面 （引用先: 参考文献 ［5］） 

    

図 2.3-6 amazon カテゴリー選択画面 （引用先: 参考文献 ［5］） 

トップページ画面からカテゴリーを選択するとメーカー別、最新商品など細かく商

品のカテゴリーを分けられているため自分の欲しい商品を探しやすくなっています。 

商品をカテゴリーから選択するか検索することで商品の値段、商品のイメージ、図

をつかった詳細な商品情報を見ることができます。 

amazon の通販サービスの商品詳細について、図 2.3-7、図 2.3-8に示します。 
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図 2.3-7 amazon商品情報画面 （引用先: 参考文献 ［5］） 

     

図 2.3-8  amazon商品説明画面 （引用先: 参考文献 ［5］） 

また、amazon を利用した他のユーザーの人によるこの商品を使ってみた感想や商

品を購入しようと思った理由などを見ることができ商品を購入する時の参考にするこ

とができます。 

amazon の通販サービスの商品レビュー、感想について、図 2.3-9 に示します。 

 



 12 

    

図 2.3-9 amazon商品説明画面 （引用先: 参考文献 ［5］） 

楽天の場合も amazon の通販サイトと同様にトップページ上の商品の検索、ジャンル

による分別をしているための商品の検索が細かく指定することができます。 

楽天の通販サービスの商品の検索について、図 2.3-10、図 2.3-11 に示します。 

    

図 2.3-10 楽天市場トップページ画面 （引用先: 参考文献 ［6］） 
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図 2.3-11 楽天市場カテゴリー選択画面 （引用先: 参考文献 ［6］） 

楽天の商品情報画面では値段や人気、商品詳細、商品レビューのほかに他店との商

品の値段と比較を行うことができるので商品の最も安い店はどこなのかを知ることが

できます。 

楽天の通販サービスの商品詳細、商品レビューについて、図 2.3-12、図 2.3-13、図

2.3-14 に示します。 

     

図 2.3-12 楽天市場商品情報画面 （引用先: 参考文献 ［6］） 
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図 2.3-13 楽天市場商品価格比較画面 （引用先: 参考文献 ［6］）                

     

図 2.3-14  楽天市場商品ユーザーレビュー画面 （引用先: 参考文献 ［6］） 

価格.comの場合も amazon、楽天同様にキーワード検索とカテゴリーからの検索を行

うことができます。 

価格.comの通販サービスの商品の検索について、図 2.3-15、図 2.3-16、図 2.3-17、

に示します。 
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図 2.3-15 価格.com検索、カテゴリー画面 （引用先: 参考文献 ［7］） 

     

図 2.3-16 カテゴリー選択画面 （引用先: 参考文献 ［7］） 

価格.comではカテゴリーで細かく分かれているほかにランキングがページの中心に

置かれているので人気商品やほかのユーザーが満足した商品を探しやすくなっていま

す。 
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図 2.3-17 カテゴリー選択液晶テレビランキング （引用先: 参考文献 ［7］） 

また商品に関してのスペックでの検索ができる細かくデータを入力して商品を調べ

ることができる機能と商品を比較して調べることができるのが amazon や楽天と違う

サービスになっています。 

価格.comの通販サービスの商品スペック検索について、図 2.3-18 に示します。 

     

図 2.3-18 カテゴリー選択液晶テレビスペック検索 （引用先: 参考文献 ［7］） 

価格.comの商品情報画面では値段や人気、商品詳細、商品レビューのほかに他店と

の商品の値段と比較をできます。また、価格.com では価格変動履歴商品を参考に商品

価格が安い状態かを知ることができます。 

価格.comの通販サービスの商品詳細について、図 2.3-19に示します。 
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図 2.3-19 商品情報画面 （引用先: 参考文献 ［7］） 

また楽天と同様に店舗ごとの価格の比較すること、商品のレビューなどが参考にす

ることができます。 

価格.comの通販サービスの価格比較、商品レビューについて、図 2.3-20、図 2.3-21

に示します。 

     

図 2.3-20 店舗別商品価格比較（引用先: 参考文献 ［7］） 
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図 2.3-21 商品レビュー画面 （引用先: 参考文献 ［7］） 

 

通販サイトでの商品の検索方法は amazon、楽天、価格.comそれぞれの方法に大きな

差はないが、商品の検索結果が amazon、楽天、価格.com それぞれで値段の違い、配送

料の違い、商品の人気度や満足度などサイトごとに違いが生じるためにどのサイトで

商品を購入するのかを判断することが必要になってしまいます。 

判断することによって最も安く商品を購入する等の商品を購入した時に期待してい

る結果と実際の購入結果とのギャップを尐しだけ埋めることができます。 

また問題点としては、通販サイトの場合は第 2.3章(1)・(2)方法と違い、商品を実

際に手にとって商品を選ぶことができないので実際に届いた商品が自分の思っていた

ものとイメージが違う場合が起こってしまいます。また、商品の購入形態で述べた

amazon、楽天、価格.com の通販サイト以外にも多数の通販サイトがあるためにどのサ

イトで購入することが最もよい方法いいのかわからない場合があります。 

商品が届くまでに他の購入形態と違い何日か待たなくてはならない問題もあります。 

 amazon、楽天、価格.com の通販サイトの機能の違い、比較について表 2.3-1につい

て示します。             

 amazon 楽天 価格.com 

値段 ○ ○ ○ 

送料 △ ○ ○ 

配送日 △ △ △ 
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商品説明 ○ ○ △ 

売上ランキング ○ ○ ○ 

価格比較 × ○ ○ 

レビュー ○ ○ ○ 

携帯電話 ○ ○ ○ 

表 2.3-1 通販サイト別機能比較表 

 

2.4 問題点 

通販で商品を購入する場合は商品を受け取る手間や届くまでの時間がかかるという

問題があります。店で購入する場合にも通販サイトで購入した方が安い場合や、他の

店で購入した方が安い場合があります。さらに、店で購入する場合には高いがポイン

トがたまるなどの特典がつく場合もあります。 

このように、商品を購入する場合に様々な方法やメリット、デメリットがあります。 

また、得られる情報が増えてしまったためにどの情報が自分にとって必要であるか、

どの情報が自分にとって有益か判断することが難しくなってきています。 

購入形態の方法をメリットとデメリットから自分の状況に合わせて判断することが

必要になります。 

 商品の購入形態におけるメリット、デメリットについて、表 2.4-2 に示します。 

 

 

 

商品の購入形態 メリット デメリット 

新聞などの入っているチ

ラシなどの紙媒体の広告

を見て商品を購入する方

法 

・ 商品情報が 3 日～1

週間の商品情報。 

 

・ 一押しの商品や安い

商品がわかる。 

・ 店舗周辺の家以外の

チラシが配られな

い。 

 

・ チラシの商品の値段

よりも安い店がある

場合がある。 
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なんとなく立ち寄った店

で衝動的に買い物する場

合 

・ 商品をすぐに購入す

ることができ満足度

が高い。 

 

・ 別の店舗のほうが安

く商品を購入するこ

とができたりする場

合がある。 

Web 上の通販サイトで購

入、情報を比較して店で購

入する方法 

・ 商品情報を調べるの

で満足できる商品が

購入することができ

る。 

 

・ 家に商品を届けても

らえる。 

・ Web 上の情報が多量

にある。 

 

・ 情報を調べる手間が

かかる。 

表 2.4-2 商品購入形態別メリット、デメリット 

 

商品を購入するにあたっての大きな問題点として、衝動的に購入してしまった場合

に判断する基準がないために別の店舗や通販サイトで購入した方がよかった場合が起

こってしまうことです。 

Web上では商品の値段、販売場所、レビューや類似品などの商品に関しての情報を

得ることができるが、Web 上の通販サイトが複数あり商品一つに対して情報が通販サ

イトごとに違うため、自分で通販サイトごとに検索を行いの値段やレビューを見て比

較し、整理することが必要になってきます。 

しかし、自分で通販サイトごとに検索を行い値段やレビューを見て比較し、整理す

ることは、非常に面倒な作業になってしまうということです。 

この 3つの問題が商品を購入するにあたっての大きな問題点となっています。Web

上の通販サイトの検索する手間をなくし、なんとなく立ち寄った店で衝動的に買い物

する場合のほかの店舗での情報を調べることができない問題点と組み合わせる商品情

報を整理し判断することを手軽に行えるようにすることによって、3 つの問題点を解

決することができると共に、商品購入のサポートができるようになります。 
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3. 解決法の検討 

 本章では、第 2章で述べた問題点を解決する方法を提案し、提案を基に類似のサー

ビスを調査した結果から問題を解決するサービスの提案について述べます。 

3.1 解決法の検討 

第 2章で述べたように通販サイトなどの値段やレビューを見て比較し最も安い値段

で購入するなど・最も早く購入するなどの方法は、高価な商品の買い物の場合でない

限り、様々な所から情報を収集するということは手間や手順などを考えると毎回購入

するたびに調べることはまめな人でない限りできません。 

したがって、第 2 章で述べたような衝動的に購入してしまった場合に判断する基準

がない、自分で複数の通販サイトで検索を行いの値段やレビューを見ること、収集し

た商品情報を比較し整理する手間がかかるという 3つの大きな問題が起こってしまい

ます。問題を解決する方法として通販サイトごとに検索を行いの値段やレビューを見

て比較し整理する手間がかかる作業を機械的にすること、通販サイトごとに検索を行

いの値段やレビューを取得し比較し整理することで商品情報を収集する手間を省き、

携帯電話・PCなどを通して他店舗・通販サイトの値段やレビューを見るだけの作業に

することで、なんとなく立ち寄った店で衝動的に買い物する場合に通販サイトにおけ

る商品の購入における問題の解決を行い、商品を購入する際の後悔をなくし、購入者

の効率のよい商品の購入をサポートすることができます。 

 

3.2 解決へのアプローチ 

広告やチラシを検索して見ることのできるサイトがあるが、通販サイトは複数あり

それを調べるのは面倒で手間がかかります。また、衝動買いなどにおける他店舗の商

品の値段の比較などができないために、判断ミスを招き後悔してしまう場合が起きて

しまいます。 

通販サイトの検索の手間・価格比較ができない問題を解決するにあたって、衝動買

いするときに対して携帯電話などを使い、商品をインターネット通して商品の値段や

商品を購入した人の感想やレビューを読むことを購入する前に、携帯電話などを利用

して手軽に調べることができる環境にすることが問題を解決するために必要になりま

す。      

したがって、インターネット上の値段・レビュー・商品概要・他店舗情報などの多
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量にある商品情報を購入者の利用状況に合わせ検索を行う必要があります。 

大手通販サイトの、携帯電話に使って商品を検索することができるモバイルサービ

スを利用することで商品の価格やレビューの情報を店舗先で判断することができます。    

しかし、通販サイト別に商品を検索し価格やレビューなどの情報を集め他店舗の商

品情報を調べ比較する必要があるが、比較する作業に手間がかかります。その際の手

間をなくし手軽に利用できる環境が問題を解決するために必要になってきます。 

したがって、商品の購入者が求めている条件（値段が安い、商品の入手が早い、特

典、ポイントなど）の状況と商品名を入力することによって、インターネット上で商

品情報を自動で行うことができるようにする・移動状態で見ることができるようにす

る・商品の値段比較などの手順を可能な限り手間がかからないようにすることで、問

題を解決するために必要になります。なので、表 3.2-1で示すサービスイメージのモ

デルを提案することによって問題を解決します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

購入者状況による購入目的 

・ 値段の安さ 

・ 特典、ポイント 

・ 購入までのかかる時間 

・  

 

 

 

 

 

通販サイトの商品情報検索 

・ 商品の値段、配送料 

・ 感想、レビュー 

・ 商品概要 

 

 

 

 

 

店舗情報の検索 

・ 商品の値段 

・ 店舗位置情報 

・ 店舗までの現在地からの移動方法 

 

 

 

 

 

通販サイトの情報、店舗情報一覧 

・ 安い金額順に一覧にする。 

・ 購入にかかる所要時間別に一覧にする。 

・ 複数のサイトから商品の情報を取得する。 

・ 検索結果の 1~2 つの商品情報を収集する。 

購入予定の商品 
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表 3.2-1 サービスイメージモデル 

 

3.3 解決法の提案  

購入を目的としている商品を指定した場合に、ネット上の多種多様な商品情報（価

格、店舗位置情報、レビューなど）から適切な商品購入方法（値段の安さ、商品の購

入までの手段、時間など）の条件を基にサービスを提案します。 

また、ネット上の購入目的の商品情報にアクセスする際にパソコンと携帯電話があ

るが、いつでも利用するためには携帯電話での利用が望ましいので、携帯電話を利用

できるようにします。 

       

3.4 類似、既存のWebサービス 

(1)  Web サイト：ショッピングサーチ・アラジンは通販商品の総合検索サイト 

URL：http://www.shopping-search.jp/ 

特徴：amazon、楽天、価格.comの通販サイトと同様に細かくジャンル、カテゴ

リーを分別して商品の検索を簡単にできるようにしています。 

 ショッピングサーチ・アラジンの商品検索について図 3.4-1に示します。 

         

図 3.4-1  ショッピングサーチ・アラジンのトップページ検索画面 （引用先: 参考文献 ［8］） 

 第 2章で述べた価格.comのスペック検索機能と同等のスペックによる詳細な情報の

検索をすることができます。 

http://www.shopping-search.jp/
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ショッピングサーチ・アラジンのスペック検索について、図 3.4-2 に示します。 

        

図 3.4-2 ショッピングサーチ・アラジンスペック絞り込み検索画面 （引用先: 参考文献 ［8］） 

ショッピングサーチ・アラジン商品詳細では商品の最安値、メーカー、平均価格、

商品詳細が表示されています。商品の最安値、平均価格を比較することで価格の違い

から何円安く購入できるかを判断することができます。  

ショッピングサーチ・アラジンの商品詳細画面について、図 3.4-3 に示します。 

     

図 3.4-3 製品詳細画面 （引用先: 参考文献 ［8］） 

商品の値段の安値順に表示されています。また、他の Webページの商品から検索し

ているためをどの Webページの通販サイト、ネットショップ情報を表示しています。 

ショッピングサーチ・アラジンの販売元の情報について図 3.4-4に示します。 
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図 3.4-4 商品販売元情報、商品価格比較画面 （引用先: 参考文献 ［8］） 

ショッピングサーチ・アラジンでは、商品を取り扱っているわけではなく通販サイ

トから商品の値段、送料や支払い方法を検索し一覧として表示しています。他サイト

の商品の値段などの情報を調べ一覧にしてまとめ表示するという方法が、提案してい

る価格比較画面が提案しているアプリケーションのイメージに類似しています。 

    

(2)  Web サイト：通販カタログ.com 

URL：http://cata-log.com/index.html 

特徴：商品名を入力し、利用者が検索したいサイト名の横の矢印をクリックする

ことでクリックした先の Web サイトで商品を検索することができます。 

 通販カタログ.com の商品検索について、図 3.4-5に示します。 

     

図 3.4-5 通販サイト検索画面 （引用先: 参考文献 ［9］） 

http://cata-log.com/index.html
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カテゴリーを目的別に分けられているため商品の検索する目的に合わせた、通販サ

イトや販売サイトを検索することができます。通販サイト・販売サイトの検索以外に

もレビュー、ニュース、メーカー、価格比較の検索が可能になっています。 

通販カタログ.com のレビュー、ニュース、メーカー検索について図 3.4-6に示しま

す。 

     

図 3.4-6 用途別情報検索画面 （引用先: 参考文献 ［9］） 

通販カタログ.com は、通販サイトや販売サイトへの検索を行えるようになっている

ために、通販サイトを利用者がそれぞれのサイトへアクセスする手間を通販カタロ

グ.comを利用することでなくすことができる部分が、商品の購入支援を目的としたサ

ービスを提案のイメージに類似しています。 

類似サービスを参考に、商品購入の際におこる問題を解決することのでき、よりよ

い商品の購入手段支援するサービスモデルを提案します。 

 

3.5 サービスイメージの検討 

取得情報、サービス概要：商品名、値段、配送日、レビュー(感想) 、地理情報・移動

方法、製品概要、通販サイト名、所要時間 

サービス手順： 

① 購入する商品の入力する Web ページ 

 

② 入力された商品名から通販サイトに自動で商品を検索する Webペ
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ージ 

 

③ 入力された商品名から販売店に自動で商品を検索する Webページ 

 

④ ②、③で検索された結果を一覧にして表示するための Webページ 

 

⑤ ③の検索結果から販売店の住所から販売店の位置情報を検索し

ます。 

 

⑥ 一覧情報の表示方法を価格の安さ、購入までの所要時間から一覧

にする方法を選べるようにします。 

 

⑦ 一覧内容：商品名、値段、販売元、販売店までの移動方法（通販

での購入以外の場合のみ）、所要時間（配送時間、移動時間など） 

 

サービスイメージについて、表 3-5.1  検討するサービスモデルに示します。 
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商品の購入手段支援モデル 

 

  検索するための Web ページ 

商品名を入力するためのテキストボックスとボタン 

 

 

 

 

Web サイト 

(通販サイト) 

 Web サイト 

(通販サイト) 

 Web サイト 

(Google マップなどの地理情報) 

 

商品名、値段、配送日、レビュー(感想)の情報を

取得する。 

 地理情報、移動方法を取得する。 

 

   

 

Web ページの表示（携帯電話などの移動中に使えるもの） 

サイト名 商品名 レビュー 配送日 移動方法 

サイト名 

URL： 

製品名 

製品詳細 

リンク

で表示 

○月○

日 

リンク

で表示 

 

  

 

 

レビューを表示する Web サイト 

(上のサイトのリンクを押されたときに表示) 

それぞれのサイトから集めた 

一覧の表示それぞれのサイトから

2 つくらい 

 移動方法を表示 

(上のサイトのリンクを押されたときに表示) 

店周辺の地図 

電車などの移動手段の表示 

表 3-5.1   検討するサービスモデル 

 

販売店の住所を Web サイトから取得し 

て別のサイトへ情報を送る 
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3-6 情報を取得できるサイトとその方法 

Amazon：  AmazonWebサービスというサービスがあります。このサービスは、登録 ID

を取得することによって、Amazonの技術プラットフォームと商品データに

アクセスできるようにすることができます。これを利用することで使用許

諾条件に同意した上で Amazon Web サービスの開発者になることができ、

Amazonのプラットフォームを活用した高度な Web アプリケーションを開発

することができます。このサービスを利用して、商品を検索するアプリケ

ーションを製作します。 

 AmazonWebサービスの利用手順について図 3.6-1に示します。 

      

図 3.6-1  AmazonWebサービス利用までの流れ （引用先: 参考文献 ［10］） 

 

価格.com:  価格.comには価格コム Web サービスがあります。このサービスでは、利

用する際の申請や登録などの手段を必要としないで、商品検索 New!!商

品検索 Ver1.1、アイテム情報取得、プロバイダ検索、掲示板情報取得

の五項目の情報を取得することができます。また、商品の情報がどのよ

うに送られてきているのかというサンプルとエラーの状態の説明が書

いてあります。 

 価格.com の商品情報を取得することのできるデータについて図 3.6-2に示します。 

http://apiblog.kakaku.com/KakakuItemSearchV1.1.html
http://apiblog.kakaku.com/KakakuItemSearchV1.1.html
http://apiblog.kakaku.com/KakakuItemInfoV1.0.html
http://apiblog.kakaku.com/KakakuProviderSearchV1.0.html
http://apiblog.kakaku.com/KakakuBBSInfoV1.0.html
http://apiblog.kakaku.com/KakakuBBSInfoV1.0.html


 30 

       

図 3.6-2  検索した商品データ説明 （引用先: 参考文献 ［11］） 

                   

楽天市場: 楽天市場には楽天ウェブサービスがあります。このサービスでは、楽天

会員になり、デベロッパーID を取得することによって商品の検索するため

のアプリケーションを作ることができます。 

 楽天ウェブサービスの利用手順について、図 3.6-3に示します。 

            

図 3.6-3 楽天ウェブサービスの利用手順 （引用先: 参考文献 ［12］） 

   

GoogleMaps： GoogleMaps API サービスがあります。GoogleMaps API サービスでは、

GoogleMaps APIの登録ページから登録して GoogleMaps APIキーを取得

することで地図情報を利用することができます。このサービスを利用

して、位置情報を取得します。 
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図 3.6-4  GoogleMapsの利用手順 （引用先: 参考文献 ［13］） 
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4. 設計・実装 

 本章では、第 3章で述べた商品購入手段支援モデルの中から通販サイトでの商品検

索、同時表示、比較を目的としたアプリケーションの設計と実装について述べます。 

4.1 設計目標  

第 3章で述べた商品の購入手段支援モデル中で、本研究では二つの通販サイトの商

品情報を一覧にして表示を実現することを目指します。また、実現することによって

値段の安い商品を判断することができるシステムの構築を行います。 

 

4.2 入出力情報 

(1) 入力情報 

・ 商品名 

  利用者からシステムへ商品名を送り検索をします。 

(2) 出力情報 

・ 価格 

  利用者に最安値を表示します。 

・ 販売元 

  購入できる販売店を表示します。 

・ 商品概要 

  商品名、サイズなどの商品の概要を表示します。 

・ 商品レビュー 

  利用者以外の購入者の感想などを表示します。 

 

4.3 機能構成 

(1) 商品名入力・送信機能  

本機能は、利用者側がパソコン・携帯電話で入力した商品名を(2) 通販サイト別の

商品情報検索機能へ送信するための機能です。 

(2) 通販サイト商品情報検索・送信機能 

本機能は、(1) 商品名入力・送信機能から受信した商品名から通販サイトに受信し

た商品名を検索キーワードとし、通販サイトでの商品の検索を実行するための機能、

検索結果で得た商品情報を価格、販売元、商品概要、商品レビューとして、(3)の商品
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情報を一覧にして表示する機能へ送信するための機能です。 

(3) 商品情報を一覧にして表示する機能 

本機能は、(2)の通販サイト別の商品情報検索・送信機能から受信した商品情報価格、

販売元、商品概要、商品レビュー基に価格が最も安い順に一覧にしてまとめるための

機能です。 

(4) 商品価格比較機能 

 本機能は、(3) の商品情報を一覧にして表示する機能で表示された結果からどちら

の通販サイトで購入したほうが安く購入できるのかを比較するための機能です。 

 

4.4 システム構成 

第 4章の入出力情報、機能構成を基に、本研究における商品の通販サイト購入シス

テムで実装するシステム構成について述べます。 

(1) 商品名の入力、送信機能 

商品名を入力し、ボタンを押すことによって(2)通販サイトの商品検索に必須の商品

名を送ります。 

(2) 楽天、価格.comの通販サイト商品検索機能 

 (1)で入力された商品名をキーワードとして、楽天、価格.comに商品検索を行い、

検索結果を(3)商品情報を一覧にして表示へ結果を反映させます。 

(3) 商品情報の一覧にして表示する機能 

 (2)反映された検索結果の中から最も安い商品の情報を楽天、価格.com からそれぞ

れ 1件ずつを同時に表示します。 

(4) 商品価格の比較する機能 

(3)の一覧結果からどちらの通販サイトで購入するほうが安く購入することができ

るか、比較をして判断できるようにします。 

 システム構成について、図 4.4-1 システム構成図で示します。 
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図 4.4-1 システム構成図 

 

4.5 機能の実装 

 第 4.4章のシステム構成から楽天、価格.comの商品検索を仮に設定したキーワード

から商品検索を実行、検索結果を表示する機能を実装します。 

(1)  実装環境 

     ・ クライアント環境 

オペレーティングシステム：Microsoft Windows XP Home Edition Version 

2002 

Service Pack 2 

CPU ： Intel® Celeron® M 410 @1.46GHz 

メモリ：1GB 

・ サーバ環境（学外：www.cyaneum.org） 

     オペレーティングシステム：Ubuntu 8.04 Server 

CPU:：Pentium M 1.6GHz 

メモリ：1GB 

Webサーバ：Apache 2.2.8 

データベース：MySQL 5.0.51 

・ プログラミング言語 

http://www.cyaneum.org/
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     PHP 5.2.4 

 

(2)  楽天の通販ページの検索 

第 3章の解決法の提案で述べたように楽天の商品を検索するアプリケーションを作

るためには、楽天 WebAPI サービスを利用する必要があります。 

楽天 WebAPI サービス利用するためには楽天会員に登録します。登録方法は、メール

アドレス、パスワード、氏名、住所等の登録情報を入力することで楽天会員に無料で

登録することができます。（図 4.5-1 参照） 

     

図 4.5-1 楽天会員登録画面 （引用先: 参考文献 ［12］）            

登録したことによってデベロッパーID、アフェリエイト IDの取得することで本研究

の目的である楽天商品検索 APIのサービスを利用することができます。(図 4.5-2  図

4.5-3 参照)  
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図 4.5-2 デベロッパーID取得、確認画面 （引用先: 参考文献 ［12］） 

     

     

図 4.5-3 アフェリエイト ID取得、確認画面 （引用先: 参考文献 ［12］） 

     

・  楽天商品検索 API 仕様 

 楽天で商品を検索して情報を取得するには、API の仕様で指定されている URL から

楽天へアクセスする必要があります。 

表4.5-1のリクエストURL( http://api.rakuten.co.jp/rws/1.12/rest?[parameter] 

=[value]…)の([parameter]=[value]…)部分に、表 4.5-2 商品検索リクエストパラ

メーターを表 4.5-1 リクエスト入力例を基にして入力することによって、楽天へ商品

検索して情報を取得することが可能になります。(表 4.5-1 表 4.5-2 参照) 

・ リクエスト URL： 

http://api.rakuten.co.jp/rws/1.12/rest?[parameter]=[value]… 

・ リクエスト入力例 

http://api.rakuten.co.jp/rws/1.12/rest?developerId=[YOUR_developerID]&operatio

n=ItemSearch&version=2008-09-01&keyword=%E7%A6%8F%E8%A2%8B&sort=

%2BitemPrice 

表 4.5-1 楽天リクエスト URL 、入力例 （引用先: 参考文献 ［12］） 

・ 本研究で使用する入力パラメータ 

フィールド名 項目名 備考 

http://api.rakuten.co.jp/rws/1.12/rest
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developerId デベロッパーID デベロッパーID（必須項目） 

affiliateId アフィリエイト ID アフィリエイト ID 

operation 操作 操作名：ItemSearch（必須項目） 

keyword 検索キーワード UTF-8 で URL エンコードした文

字列（必須項目） 

version バージョン 2008-09-01（必須項目） 

minPrice 最小価格 0 以上の整数 

表 4.5-2 楽天商品検索リクエストパラメータ 

 

・ 楽天の商品検索プログラム 

 検索キーワードを Wiiとして、表 4.5-3楽天プログラム内①から②までの部分で楽

天商品検索 API仕様のリクエスト URLから楽天で検索して商品情報を取得しています。

また、取得した商品情報を③から④までのプログラムで、検索結果を表示しています。 

<html> 

<head> 

<meta http-equiv="Content-Type" content="text/html;charset=UTF-8"/> 

</head> 

//① 

<?php 

require_once('Services/Rakuten.php'); 

define('DEV_ID', '070ead2bd5b7e970387f204587236fad '); 

define('AFF_ID', '08fb8e98.b49079b8.08fb8e99.f6387bd0'); 

 

$api = Services_Rakuten::factory('ItemSearch', DEV_ID, AFF_ID); 

$api->execute(array('keyword' => 'Wii')); 

#var_dump($api->getLastUrl()); 

#var_dump($api->getResultData()); 

 

$result = $api->getResultData(); 
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//② 

//③ 

$items = $result["Items"]; 

 

$item = $items["Item"]; 

 

for($i = 0; $i < $result["last"]; $i++){ 

echo "商品名：". $item[$i]["itemName"] . "<br />"; 

echo "値段：". $item[$i]["itemPrice"] ."円". "<br />"; 

echo "販売元：". $item[$i]["shopName"] . "<br />"; 

echo "販売先 URL："."<a href =".$item[$i]["shopUrl"] .">ここをクリック

</a>"."<br />"; 

echo "商品詳細："."<a href =". $item[$i]["itemUrl"] .">ここをクリック

</a>"."<br /><hr />"; 

} 

//④ 

?> 

表 4.5-3  楽天検索プログラム 

 

(3) 価格.comからの検索 

第 3章の解決法の提案で述べたように価格.comでは、特別に登録する必要はないた

め、公開されている WebAPI の中から、価格.com商品検索 WebAPIサービスを利用する

必要があります。 

 

・ 価格.com 商品検索 API 仕様 

 価格.com で商品を検索して情報を取得するには、APIの仕様で指定されている URL

から価格.com へアクセスする必要があります。 

表 4.5-4のリクエスト URL(http://api.kakaku.com/Ver1/ItemSearch.asp?パラメー

タ名=パラメータ値・・・)の(パラメータ名=パラメータ値・・・)部分に、表 4.5-5 商

品検索リクエストパラメータを表 4.5-4リクエスト入力例を基にして入力することに
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よって、価格.com へ商品検索して情報を取得することが可能になります。(表 4.5-4 

表 4.5-5 参照) 

・ リクエスト URL 

http://api.kakaku.com/Ver1/ItemSearch.asp?パラメータ名=パラメータ値・・・       

・ リクエスト入力例           

http://api.kakaku.com/Ver1/ItemSearch.asp?Keyword=%83o%83C%83I& 

CategoryGroup=pc&ResultSet=medium&SortOrder=pricerank&PageNum=1 

表 4.5-4 価格.com リクエスト URL 、入力例 （引用先: 参考文献 ［11］） 

・ 本研究で使用する入力パラメータ 

パラメータ名 備考 

Keyword 検索したいキーワード 

ResultSet ヒットしたアイテムの取得したい属性をmini

もしくは medium で指定 

CategoryGroup 商品検索のカテゴリーの選択 

SortOrder 検索結果の並び順の指定 

PageNum 取得するページの指定 

表 4.5-5 価格.com商品検索リクエストパラメーター 

 

・ 価格.com の商品検索プログラム 

 検索キーワードを表 4.5-6から入力し、表 4.5-7価格.com 検索プログラム内①から

②までの部分で価格.com商品検索 API仕様のリクエスト URLから価格.comで検索して

商品情報を取得しています。また、取得した商品情報を③から④までのプログラムで、

検索結果を表示しています。（表 4.5-6 表 4.5-7 参照） 

<html> 

<head> 

<meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; charset=UTF-8"/> 

 <title>価格.com の検索</title> 

</head> 

<body> 

http://api.kakaku.com/Ver1/ItemSearch.asp?Keyword=%83o%83C%83I&%20CategoryGroup=pc&ResultSet=medium&SortOrder=pricerank&PageNum=1
http://api.kakaku.com/Ver1/ItemSearch.asp?Keyword=%83o%83C%83I&%20CategoryGroup=pc&ResultSet=medium&SortOrder=pricerank&PageNum=1
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<form action="kakakukai.php" method="post"> 

検索したい項目：<input type="text" name="keyword" value=""><br/> 

 

カテゴリー：<select name="category"> 

   <option value="all">すべての項目</option> 

   <option value="pc">パソコン関連</option> 

   <option value="kaden">家電</option> 

   <option value="camera">カメラ</option> 

   <option value="game">ゲーム</option> 

   <option value="sports">スポーツ・レジャー</option> 

   <option value="brand">ブランド・腕時計</option> 

   <option value="baby">ベビー・キッズ</option> 

   </select> 

<br /> 

   

 <input type="submit" name="question_submit" value="質問を送信"> 

</form> 

</body> 

</html> 

表 4.5-6  価格.comキーワード入力プログラム 

 

<html> 

<head> 

<meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; charset=UTF-8" 

 /> 

</head> 

 

<body> 
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<?php 

//① 

$request ="http://api.kakaku.com/Ver1/ItemSearch.asp"; 

$categorygroup =$_POST["category"]; 

$keyword =  $_POST["keyword"]; 

$keyword_sjis = mb_convert_encoding($keyword, "SJIS"); 

 

$resultset ="medium"; 

$sortorder ="-pricerank"; 

 

$query =""; 

$query .="Keyword="; 

$query .=urlencode($keyword_sjis); 

$query .="&CategoryGroup="; 

$query .=$categorygroup; 

$query .="&ResultSet="; 

$query .=$resultset; 

$query .="&SortOrder="; 

$query .=$sortorder; 

 

$response = simplexml_load_file($request."?".$query); 

//② 

//③ 

if(isset($response->Item)){ 

 echo"検索結果： ".count($response->Item)."件 <br />"; 

 echo"<hr>"; 

 foreach ($response->Item as $item){ 

  echo"製品名：".htmlspecialchars($item->ProductName) . 

   "<br />"; 
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  echo"メーカー名：".htmlspecialchars($item->MakerName) . 

   "<br />"; 

  echo"人気ランキング：". 

   htmlspecialchars($item->PvRanking) . "<br />"; 

  echo"紹介ページ：". "<a 

href=".htmlspecialchars($item->ItemPageUrl). 

    ">ここをクリック</a>"."<br />"; 

  echo"最安値：".htmlspecialchars($item->LowestPrice) . 

"<br />"; 

  echo"クチコミ掲示板書き込み数：

".htmlspecialchars($item->NumOfBbs) . "<br />"; 

  echo"<hr>"; 

 } 

}else{ 

   echo"検索結果：０件 <br />"; 

} 

//④ 

?> 

表 4.5-7  価格.com検索プログラム 

 

(4) 楽天、価格.comの同時商品検索、比較プログラム 

 表 4.5-3 楽天検索プログラム・表 4.5-7 価格.com 検索プログラムを基に検索キ

ーワードを入れると２つのサイトから、商品を検索し検索結果を 1件だけ表示をしま

す。また、値段を比較してどちらの商品が安いかを判断することができます。 

 表 4.5-8 楽天、価格.com同時検索プログラム内①から②までの部分で、検索キー

ワードを入力して楽天、価格.comへ検索キーワード送信します。 

 表 4.5-8 楽天、価格.com同時検索プログラム内③から④までの部分で楽天の商品

検索の結果の表示、⑤から⑥まで価格.com の商品検索の結果の表示、⑦から⑧まで部

分で価格の比較を行っています。 
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 <!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.0 

Transitional//EN"> 

<html> 

<head> 

 <meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; 

charset=UTF-8"/> 

 <title>二つの結果を同時に表示</title> 

</head> 

<body> 

//① 

<form method="POST"> 

商品名：<input type="text" name="keyword" value="" size="30"></br> 

<br> 

<input type="submit" name="start" value="検索"> 

</form> 

//② 

</body> 

</html>  

 

<?php 

if(isset($_POST[start])){ 

//③ 

 echo"<hr>"; 

 print "<価格.com 検索結果> <br />"; 

 echo"<hr>"; 

$request ="http://api.kakaku.com/Ver1/ItemSearch.asp"; 

$keyword =  $_POST["keyword"]; 

$keyword_sjis = mb_convert_encoding($keyword, "SJIS","UTF-8"); 

$query =""; 
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$query .="Keyword="; 

$query .=urlencode($keyword_sjis); 

$query .="&CategoryGroup=ALL"; 

$query .="&ResultSet=medium"; 

$query .="&SortOrder=pricerank"; 

 

$response = simplexml_load_file($request."?".$query); 

 

if(isset($response->Item)){ 

 

foreach ($response->Item as $item){ 

echo"商品名：".htmlspecialchars($item->ProductName) . "<br />"; 

echo"最安値：".htmlspecialchars($item->LowestPrice) . "円 <br />"; 

$price = htmlspecialchars($item->LowestPrice); 

echo"人気ランキング：".htmlspecialchars($item->PvRanking) . "<br />"; 

echo"商品詳細：". "<a href=".htmlspecialchars($item->ItemPageUrl). 

 ">ここをクリック</a>"."<br />"; 

echo"レビューページ："."<a href=".htmlspecialchars 

($item->ReviewPageUrl) .">ここをクリック</a>"."<br />"; 

echo"<hr>"; 

break; 

 } 

}else{ 

   echo"検索結果：０件 <br />"; 

   echo"<hr>"; 

} 

//④ 

//⑤ 

print "<楽天検索結果> <br />" ; 
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print " <hr>" ; 

require_once('Services/Rakuten.php'); 

define('DEV_ID', '070ead2bd5b7e970387f204587236fad '); 

define('AFF_ID', '08fb8e98.b49079b8.08fb8e99.f6387bd0'); 

  

$api = Services_Rakuten::factory('ItemSearch', DEV_ID, AFF_ID); 

$api->execute(array('keyword' => $_POST["keyword"])); 

 

$result = $api->getResultData(); 

 

$items = $result["Items"]; 

 

$item = $items["Item"]; 

 

if ($item == 0) { 

    echo"検索結果：０件 <br />"; 

    echo"<hr>"; 

} else { 

  for($i = 0; $i < $result["last"]; $i++){ 

 echo "商品名：". $item[$i]["itemName"] . "<br />"; 

 echo "値段：". $item[$i]["itemPrice"] ."円". "<br />"; 

 $price2 = $item[$i]["itemPrice"]; 

 echo "販売元：". $item[$i]["shopName"] . "<br />"; 

 echo "レビュー平均：". $item[$i]["reviewAverage"] . "<br />"; 

 echo "商品詳細："."<a href =". $item[$i]["itemUrl"] .">ここをクリッ

ク</a>"."<br /><hr />"; 

 break; 

} 

//⑥ 
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//⑦ 

 echo "<価格比較>  <br/>"; 

 echo "<hr>"; 

 $p = $price2-$price; 

 $p2 = $price-$price2; 

if ($price < $price2){ 

echo "価格.com で購入した場合". $p ."円楽天より安く、商品を購入できます。

". "<br />"; 

}elseif($price == $price2){ 

echo "どちらで購入しても変わらない。". "<br />"; 

}else{ 

echo "楽天で購入した場合". $p2  ."円価格.com より安く、商品を購入できま

す。". "<br />";  

} 

echo "<hr>"; 

//⑧ 

} 

} 

?> 

表 4.5-8  楽天、価格.com同時検索プログラム 

 

 

4.6 評価・考察 

(1) 評価 

第 4.5章では楽天の商品検索と結果の表示・価格.com の商品検索と結果の表示・2

つプログラムを組み合わせた商品検索、検索結果の比較の実装を行いました。 

実装した機能は、本研究における商品の購入手段支援モデルにおける複数の通販サ

イトの商品情報を一覧、値段を比較するための機能のプロトタイプとなる機能になり

ます。 

 実行結果について、図 4.6-1、図 4.6-2、図 4.6-3で示しています。 
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・ 実行結果 

楽天商品検索実行結果 

URL： http://202.244.37.57/~a540213/rakuten.php 

 商品名を入力することはできないため商品名は固定で、「Wii」として検索していま

す。検索結果は 30件の商品情報を取得することができました。また、商品ごとに商品

名、値段、販売元、販売先 URL、商品詳細が表示されているのでそれぞれ良好に動作

しています。(図 4.6-1 参照) 

    

図 4.6-1 楽天商品検索実行画面 

価格.com実行結果 

URL：http://202.244.37.57/~a540213/kakakukai.htm 

 検索したい項目に検索キーワードを入力（実行結果 入力例 AQUOS）、カテゴリー

(すべての項目、パソコン関連、家電、カメラ、ゲーム、スポーツ・レジャー、ブラン

ド・腕時計、ベビー・キッズ)の選択（実行結果 入力例 家電）をして質問を送信の

ボタンを押すことによって商品を検索することができます。(図 4.6-2（1）参照) 

  

図 4.6-2 （1） 価格.com商品検索実行画面 

http://202.244.37.57/~a540213/rakuten.php
http://202.244.37.57/~a540213/kakakukai.htm
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価格.comでは、5 件の商品情報を取得することができます。また、商品ごとに製品

名、メーカー名、人気ランキング、紹介ページ、最安値、クチコミ掲示板書き込み数

が表示されているのでそれぞれ良好に動作しています。(図 4.6-2 （2） 参照) 

   

図 4.6-2 （2） 価格.com商品検索実行画面 

 

楽天、価格.com同時検索、比較プログラム実行結果 

URL：http://202.244.37.57/~a540213/raka.php 

 検索したい商品名を入力（実行結果 入力例 AQUOS LC-65XS1 (65)）して検索ボタ

ンを押すことで楽天、価格.comで商品を検索することができます。(図 4.6-3 （1） 

参照) 

http://202.244.37.57/~a540213/raka.php
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図 4.6-3 （1） 楽天、価格.com同時検索実行画面 

検索結果は楽天、価格.comの検索結果の 1番目の商品情報のみを表示、商品情報は、

楽天実行結果、価格.com の実行結果と同様の内容を表示ができています。また表示結

果の最安値と値段の差から価格の比較することができているので良好に動作していま

す。(図 4.6-3（2）参照) 

     

図 4.6-3 （2） 楽天、価格.com同時検索実行画面 

 

実行結果からの問題点 
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・商品検索キーワードの入力をシンプルにして利便性を図ったが、商品の正式名をし

っかりと入れないと検索結果が大きく異なってしまいます。 

・楽天の商品検索結果が値段の安い順に表示されていません。 

・楽天、価格.com 同時検索の際、商品情報が尐ないため別の通販サイトや検索結果の

表示を増やすなどの対応が必要です。 

 

(2) 考察 

 本研究では通販サイト以外の販売店の価格・地図・在庫情報の取得、通販サイトの

配達日情報・発送料情報の取得が実装できていません。 

 実装できていない販売店の価格情報の取得できることによって、本研究で行った 2

つの通販サイトの同時検索では足りていない商品情報をより多く取得することが可能

になり、本研究で提案した最安値情報を提供するサービスができるようになります。 

 また、実装できていない販売店地図・在庫情報の取得、通販サイトの配達日・発送

料を取得できることによって、本研究で行った商品の価格比較では行えなかった配達

料・販売店までの交通手段にかかる料金などを組み込んだ価格の比較が可能になりま

す。したがって、通販サイトの配達日情報・販売店の在庫情報から時間による商品の

購入手段の比較が行えるようになります。 

 本研究で、実装できていない部分を実装することによって商品の購入の支援を提供

できるサービスとなります。 

 しかし、プログラムに関しては本章の実行結果の問題点からわかるようにさらなる

改善、改良が必要になります。 
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5．まとめ・今後の課題 

5.1 まとめ 

 本研究では、通販サイトによる購入する場合とチラシを見て購入する場合・衝動買

いする場合のメリット、デメリットについて調査しました。調査結果から商品の購入

方法の多様化したことによる商品情報を取得することの手間がかかってしまうことが

問題となっていました。したがって、本研究では通販サイトの商品情報、販売店の商

品情報の取得を手軽に行えること、購入手段・価格の比較を行い利用者により良い商

品の購入方法を提供するサービスを提案しました。 

 提案したサービスのプロトタイプとなる楽天・価格.com商品情報の同時検索と価格

比較を第 4章の中で実装しました。また、実装結果から評価を行い実装したシステム

の問題点について考察しました。 

 

5.2 今後の課題 

 第 4章で実装したプロトタイプには、商品検索キーワードを商品の正式名で入れな

いと商品の検索結果が大きく異なる問題があるため検索の精度を上げる必要がありま

す。また、楽天の商品検索結果が安い順に表示していない問題も改善する必要があり

ます。 

 本研究で行っていない販売店地図・在庫情報の取得、通販サイトの配達日・発送料

取得の実装部分は、商品購入方法の支援するサービスを行うにあたって必須の情報と

なっています。そのため、本研究で提案している商品購入手段の支援モデルの中で販

売店と通販サイトの価格の違い、時間の比較をすることが本研究における今後の課題

となっています。 
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